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１.	 グローバル人材をとりまく隆盛
　近年、急速な少子高齢化の進展とそれに伴う人
口の減少により、国内市場が縮小している。わが
国が将来にわたって成長を維持するためには、イ
ノベーション力や技術力の向上が求められる。そ
の過程で、アジア市場や新興国市場の需要を取り
込み、それらの市場で活躍できる人材の育成が欠
かせない。多様な文化、社会的背景を持つ人々と
協力し、国際的なビジネスの現場で活躍できるグ
ローバル人材が急務で求められている。
　海外在留邦人数調査統計（2013）1）によると、
海外に在留している日本人の数は、1,249,577人で、
2012年より67,020人（5.67％）増であった。2011年、
2012年の増加率がそれぞれ、1.02％、3.43％であっ
たのに対し、今回は、5％超と増加率が前年に比
して大きくなったことは、今後の増加傾向を予測
させる。
　一般財団法人経済広報センターの「グローバル
人材の育成に関する意識調査」（2013）2）による
と、グローバル・ビジネスで活躍する日本人人材
が持つべき素質、知識・能力は、第 1位「外国語
によるコミュニケーション能力」（82％）、第 2位
「海外文化・歴史、価値観の差に興味・関心を持
ち柔軟に対応する」（75％）、第 3位「既成概念に
とらわれず、チャレンジ精神を持ち続ける」（66％）
となっている。上位 3位までは前回調査（2011
年度）と同じで、それぞれ 3分の 2以上となって
いる。8割以上が語学力を必要であると回答し、
同じように 8割以上が日本文化・歴史に関する教
育が必要であると考え、同時に海外の文化にも柔
軟に対応するスキルを求めている。
　語学に優れているだけではなく、日本の文化を
理解し、日本人としての国民性を維持しつつ、世
界的に活躍できるグローバル人材を育成すべく各
省庁が大学を中心に積極的に政策を打ち出し注力
している。
　けれども、われわれは、グローバルキャリアを
語る前に、目先の幾つかの疑問にも答えていない。
海外に留学をさせるだけでグローバル人材は、育
つのか。そもそもグローバル人材となる者は、先
天的な素養があって環境によりそれをのばしてい
くのか。語学ができるというのは、家庭の文化資
本の再生産によるものなのか、物理的な環境要因
によるものなのか。論考を進める前に確認すべき
は、グローバル人材として生まれてくるものはい
ないということだ。この世に生をうけ、何らかの
空間的経験と時間的経過を経て、グローバル人材
になっていく。
　そこで本論文では、グローバル人材になってい
く過程に拘ってみたい。グローバル人材がいかに
形成されるのか、実際に、グローバルキャリアを
積んでいる元在外公館派遣員のライフヒストリー
から明らかにしていく。本論文では、グローバル
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キャリアを静態的なものとして捉えるのではな
く、動態的なものとして捉えていく。いかなる環
境で、どのような経験を経て、グローバルキャリ
アが形成されるのか、グローバル人材の内側に堆
積された個人史に耳を傾けていく。
1-1　グローバル人材の範疇
　グローバル人材という言葉は様々な意味を含ん
で使用されている。2010年 4月に開かれた文部
科学省と経済産業省が共同で事務局を務める産学
人材育成パートナーシップグローバル人材育成委
員会における「報告書～産学官でグローバル人材
の育成を～」において、「グローバル化が進展し
ている世界の中で、主体的に物事を考え、多様な
バックグラウンドをもつ同僚、取引先、顧客等に
自分の考えを分かりやすく伝え、文化的・歴史的
なバックグラウンドに由来する価値観や特性の差
異を乗り越えて、相手の立場に立って互いを理解
し、更にはそうした差異からそれぞれの強みを引
き出して活用し、相乗効果を生み出して、新しい
表 1　グローバル人材の定義の変容
管轄 定義 キーワード
2010年 4月 文部科学省
経済産業省
産 学 人 材 育 成
パートナーシッ
プグローバル人
材育成委員会
グローバル化が進展している世界の中で、
主体的に物事を考え、多様なバックグラウ
ンドをもつ同僚、取引先、顧客等に自分の
考えを分かりやすく伝え、文化的・歴史的
なバックグラウンドに由来する価値観や特
性の差異を乗り越えて、相手の立場に立っ
て互いを理解し、更にはそうした差異から
それぞれの強みを引き出して活用し、相乗
効果を生み出して、新しい価値を生み出す
ことができる人材
・ 主体的
・ 自分の考えを分かりやすく伝える
・ 文化的・歴史的なバックグラウン
ドに由来する価値観や特性の差異
を理解
・ 新しい価値を生み出すことができ
る
2011年 4月 文部科学省
産学連携による
グローバル人材
育成推進会議
グローバル人材とは、世界的な競争と共生
が進む現代社会において、日本人としての
アイデンティティを持ちながら、広い視野
に立って培われる教養と専門性、異なる言
語、文化、価値を乗り越えて関係を構築す
るためのコミュニケーション能力と協調性、
新しい価値を創造する能力、次世代までも
視野に入れた社会貢献の意識などを持った
人間
・ 日本人としてのアイデンティティ
・ 教養
・ 専門性
・ 異なる言語、文化・価値を乗り越
えて関係を構築できるコミュニ
ケーション能力
・ 協調性
・ 新しい価値を創造する能力
・ 社会貢献の意識などを持った人間
2011年 6月
2012年 6月
文部科学省
産学連携による
グローバル人材
育成推進会議
要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力
要素Ⅱ：主体性・積極性、チャレンジ精神、
協調性・柔軟性、責任感・使命感
要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人とし
てのアイデンティティ
幅広い教養と深い専門性、課題発見・解決
能力、チームワークと（異質な者の集団を
まとめる）リーダーシップ、公共性・倫理観、
メディア・リテラシー等
・ 語学力・コミュニケーション能力 
・ 主体性・積極性、チャレンジ精神、
協調性・柔軟性、責任感・使命感
・ 異文化に対する理解と日本人とし
てのアイデンティティ
・ 幅広い教養と深い専門性
・ 課題発見・解決能力
・ チームワークとリーダーシップ
・ 公共性・倫理観
・ メディア・リテラシー
2011年 6月 （社）日本経済団
体連合会
産業界が、グローバル人材に求める素質、
能力としては、社会人としての基礎的な能
力に加え、日々、変化するグローバル・ビ
ジネスの現場で、様々な障害を乗り越え、
臨機応変に対応する必要性から「既成概念
に捉われず、チャレンジ精神を持ち続ける」
姿勢、さらに、多様な文化・社会的背景を
持つ従業員や同僚、顧客、取引先等と意思
の疎通が図れる「外国語によるコミュニケー
ション能力」や、「海外との文化、価値観の
差に興味・関心を持ち柔軟に対応する」
・ 社会人としての基礎的な能力
・ グローバル・ビジネスの現場で、
既成概念に捉われず、チャレンジ
精神を持ち続ける姿勢
・ 外国語によるコミュニケーション
能力
・ 海外との文化、価値観の差に興味・
関心を持ち柔軟な対応ができる
出典：各省庁の報告書をもとに筆者小關作成
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グローバルキャリア形成の道標（1）
価値を生み出すことができる人材」3）が始まりで
あると思われる。
　2011年 4月には文部科学省のグローバル人材
育成推進会議における、産学官によるグローバル
人材の育成のための戦略の報告書で、「グローバ
ル人材とは、世界的な競争と共生が進む現代社会
において、日本人としてのアイデンティティを持
ちながら、広い視野に立って培われる教養と専門
性、異なる言語、文化、価値を乗り越えて関係
を構築するためのコミュニケーション能力と協調
性、新しい価値を創造する能力、次世代までも視
野に入れた社会貢献の意識などを持った人間」4）
と定義された。
　その後、同年 6月のグローバル人材育成推進会
議「中間まとめ」5）および 2012年 6月「審議まと 
め」6）において、グローバル人材の概念を整理 
すると、次のような要素が含まれるものと考えら
れる。要素Ⅰは、語学力・コミュニケーション能
力からなる。要素Ⅱは、主体性・積極性、チャレン
ジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感として
まとめることができる。要素Ⅲは、異文化に対す
る理解と日本人としてのアイデンティティである。
　このほか、「グローバル人材」に限らずこれか
らの社会の中核を支える人材に共通して求められ
る資質としては、「幅広い教養と深い専門性、課
題発見・解決能力、チームワークと（異質な者の
集団をまとめる）リーダーシップ、公共性・倫理
観、メディア・リテラシー等を挙げることができ
る」とより定義が明確化された。
　一方、産業界からは 2011年 6月（社）日本経
済団体連合会が「グローバル人材の育成に向けた
提言」において、産業界が、グローバル人材に求
める素質、能力としては、社会人としての基礎的
な能力に加え、日々、変化するグローバル・ビジ
ネスの現場で、様々な障害を乗り越え、臨機応変
に対応する必要性から「既成概念に捉われず、チャ
レンジ精神を持ち続ける」姿勢、さらに、多様な
文化・社会的背景を持つ従業員や同僚、顧客、取
引先等と意思の疎通が図れる「外国語によるコ
ミュニケーション能力」や、「海外との文化、価
値観の差に興味・関心を持ち柔軟に対応する」7）
人材であると定義している。
1-2　若者の海外志向
　そもそも本当に若者の海外離れが進んでいるの
だろうか。学校法人産業能率大学（2013）8）が
実施した調査によると、約 6割が「海外では働き
たくない」としている一方、「どんな国・地域で
も働きたい」が 29.5％と過去最高であり、二極化
していることがわかる。（表 2）
出典：学校法人産業能率大学「第 5回　新入社員のグローバル意識調査」（2013年 7月）
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どんな国・地域でも働きたい 国・地域によっては働きたい
働きたいとは思わない
表 2　あなたは今後、海外で働きたいと思いますか。（新入社員へのアンケート）
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　また、同じ質問を留学経験者と未経験者で比較
すると、留学経験者は経験のない者に比べて 2倍
以上の海外志向があり、海外での生活経験が海外
志向に影響を与えることが改めて浮き彫りになっ
た。（表 3）　つまり、入社以前に海外留学経験を
していると、入社後も海外志向が強まり、グロー
バル人材になり得るということになる。
　日本国外（海外）の大学で学んでいる学生、ま
たは交換・派遣留学等を終えた学生（6,212人）
を対象にした、海外留学生のキャリア意識と就職
活動状況の調査（ディスコ，2013）9）でも、上
記と同様の結果が出ている。日本国外での勤務希
望について ｢ぜひ働きたい｣ が 71.6％と圧倒的に
多く、「どちらかといえば働きたい」21.3％とあ
わせると 92.9％が日本国外での勤務を希望してお
り、国内学生の 49.8％と大きな差が開いている。
　それでは、日本の海外留学生の数は減少して
いるのであろうか。経済協力開発機構（OECD）
（2013）図表でみる教育 2013年版 10）によると、
2011年において、38,535人の日本人学生が、海
外の高等教育機関に外国人学生として在籍してい
る。この数字は、2005年に 62,853人に達して以
来低下し続けており、日本の高等教育機関に在籍
出典：学校法人産業能率大学「第 5回　新入社員のグローバル意識調査」（2013年 7月）
出典：ディスコ「海外留学生のキャリア意識と就職活動状況」（2013年 4月）
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表 3　あなたは今後、海外で働きたいと思いますか。（2013 年度　新入社員へのアンケート）
表 4　日本国外での勤務希望
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グローバルキャリア形成の道標（1）
出典：社団法人日本私立大学連盟国際連携委員会「国際教育・交流調査 2011」（2012年 4月）
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表 5　学生海外派遣数の推移
する学生のわずか 1.0％しか海外で学ぶことを選
択していないことを表している。これは、オース
トラリア、チリ、メキシコ、米国と並んで最も低
いレベルであり、OECD 加盟国全体では、2.0％
の高等教育に在籍する自国学生が海外に在籍して
おり、EU 加盟国全体では、この割合は 3.6％で
ある。
　留学先としては、アメリカ、中華人民共和国、
イギリスの順であるが（文部科学省，2013）、
U.S. Department of States（Report of the Visa 
Oﬃce 2012 Table of Contents）によると、日本
人に対する学生ビザ発給数は 19,443人で 2011年
の 16,811人に比べ増加傾向にある。但し、同じ
アジア諸国では、中華人民共和国が 192,522人、
韓国は 44,271人、台湾は 11,067人、ベトナムが
10,461人、サウジアラビアが 35,100人とあり、
人口と比較すると日本人のアメリカ留学生数は少
ない。
　しかし、日本私立大学連盟（2012）11）によると、
日本私立大学連盟に加盟している 123校の私立大
学において大学間協定を利用して交換留学をした
学生と、協定を利用せずに私費留学をした学生の
人数の推移をみると、交換留学として協定に基づ
く留学生数は年々増加しており、どの年度におい
ても私費留学生数を上回っており、反対に私費留
学は減少傾向にある。（表 5）
　独立行政法人日本学生支援機構における、日本
国内の大学等と諸外国の大学等との学生交流に関
する協定等に基づき、海外の大学等で留学を開始
した日本人学生の調査でも、協定に基づく日本人
留学生も、協定等に基づかない日本人留学生共に
ここ数年は増加傾向にある。（表 6）12）
　交換留学などで奨学金や授業料免除などの支援
を受けて留学をしている学生が増加していること
は、大学における経済的な留学支援が必要とされ
ることがわかる。先述の海外留学生のキャリア意
識と就職活動状況の調査でも、留学したことのデ
メリットとして、「金銭的・経済的な負担が大き
い」が 66.1％と圧倒的に多く、費用的な負担が
現実的に留学を実現させることができるかどうか
を左右している。アメリカへの留学者数が減る一
方、アメリカ以外の国（オセアニア、アジア、欧
州）への留学が増えているようだ。（文部科学省，
2009）13）
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1-3 政府のグローバル人材育成政策
　政府は今後を担うグローバル人材の育成の取り
組みとして、大学を中心に支援を進めている。大
学での「グローバル人材」の育成のために有効な
工夫として、例えば、以下の点が挙げられる。第
1に、授業の一環として、産業界の経営幹部・実
務者などからグローバル・ビジネスの実態につ
いての「生声」を聞かせることなどにより、学習
意欲を高めることである。第 2に、語学科目を当
該言語で教えることはもちろんのこと、専門科目
を外国語で履修させるカリキュラムを構築し、専
門的知識を外国語で活用できる力を向上させるこ
と。第 3に、十分な予習の時間を与える、参加型
の学習手法やグループ活動を取り入れるなど、「好
奇心」を高める工夫を行う。その際に、産業界の
協力を得て課題を提供してもらうこと。第 4に「異
文化の差」について、その文化的・歴史的な背景
を含めて知識として習得させること。第 5に、海
外に身をおいて日本を見ることや、近現代史を含
めた日本の文化・歴史を学ぶことを通じて、日本
という国や日本人が、海外の人々からどのように
捉えられているのか、客観的な視点で見直す契機
を与えること。第 6に、海外インターンシップや
海外大学との交換留学プログラムなど、海外での
体験を通じて学習した「異文化の差」を経験から
実感させる機会を提供すること。第 7にゼミや研
究にあたって、外国人留学生などの多様なバック
グラウンドを持つ学生のチームを形成して課題解
決に向けて協力・協働させ、新しい価値を生み出
させることにより、「異文化活用力」、「社会人基
礎力」を育成すること。
　文部科学省は若い世代の「内向き志向」を克服
し、国際的な産業競争力の向上や国と国の絆の強
化の基盤として、グローバルな舞台に積極的に挑
戦し活躍できる人材の育成を図るため、平成 24
年度予算において新たに「グローバル人材育成
推進事業」及び「大学の世界展開力強化事業～
ASEAN 諸国等との大学間交流形成支援～」を実
施した。グローバル人材育成推進事業では国公私
立大学を対象に、大学教育のグローバル化を推進
する取組を行う事業に対して 1校につき 1200万
円～ 2600万円の財政支援をするもので、合計 42
校が採択された。
　この事業では、第 1に大学のグローバル化に向
けた戦略と教育課程の国際通用性の向上、第 2に
グローバルな通用性を涵養し意識を向上させる取
組、第 3に教員のグローバル教育力の向上の取組、
第 4に日本人学生の留学を促進するための環境整
備、第 5に語学力を向上させるための入学時から
卒業時までの一体的な取組、第 6に構想の実現に
出典：独立行政法人日本学生支援機構協定等に基づく
日本人学生留学状況調査結果をもとに筆者作成
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表 6　日本人留学者数
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向けた推進体制、準備状況、資金計画の合理性の
観点で策定された。
　また、大学の世界展開力強化事業では、国公
私立大学を対象に日本人学生と ASEAN 諸国等
の外国人学生の交流を行う事業に対して、1校に
つき 6,000万円の財政支援をするというもので、
2012年には合計 14校が採択された。2013年は
SEAMEO-RIHED（Southeast Asian Ministers 
of Education Organization Regional Centre 
for Higher Education And Development ／東
南アジア教育大臣機構 高等教育開発地域セン
ター）：が進める AIMS プログラム（ASEAN 
International Mobility for Students Program）：
SEAMEO 加盟国を枠組みとする、ASEAN 地域
における政府主導の学部生向け学生交流プログラ
ム）の高等教育連携プログラムを支援し、7校が
採択された。
　次に、経済産業省では、平成 24年度より日
本の若手社会人・学生をインターン生とした、
「METI グローバル人材育成インターンシップ派
遣」を実施した。20代～ 30代の男女 86名を 10
か国の開発途上国へ 3－ 6ヶ月派遣し、現地企業
でのインターンシップを行う事業である。
２.	 グローバルキャリア形成へのアプ
ローチ：対象と方法
　グローバルという定義が広義であるため、明確
なグローバル人材の基準がない。そこで本研究で
は、グローバル人材として活躍できる可能性があ
る人材を「グローバル人材予備軍」と位置づける。
調査対象は、海外での勤務経験者である。本研究
での調査対象は、グローバル人材という視点から
留学経験者ではなく、海外で勤務したことのある
者を選択した。この点において、海外勤務と一言
で言っても対象範囲が広く、働き方の違い（ワー
キングホリデー、駐在、現地採用など）や勤務期
間によって、結果に大きな影響を与えるであろう
ことを念頭におき、本研究では、外務省が実施し
ているグローバル人材育成プログラムと呼ぶにふ
さわしい、在外公館派遣員制度にて各国の在外公
館（大使館、総領事館等）にて勤務した者に限定
することにした。
　在外公館派遣員制度とは昭和 48年 6月より外
務省の委託を受けて国際交流サービス協会が実施
運営している制度である。世界各国における日本
の在外公館（大使館、総領事館等）において、語
学力を生かして主に後方支援的な業務に従事す
図 1　応募から採用までの流れ
前期 後期 特記事項 試験科目
募集要項の発表 4月 9月
↓
出願 4-5月 9-10月 出願書類の郵送（持ち込み不可）
↓
第一次試験 5月 10月 東京・大阪・福岡の 3会場にて実施
（交通費自己負担）
一般常識、語学試験、適性検査、
日本語作文
↓
第二次試験 6月 11-12月 一次合格者に対し都内にて実施
（交通費自己負担）
日本語面接、受験語学による会話
試験
↓
内定 7月 12月 二次試験合格者対象健康診断
↓
赴任前オリエンテーション 8月 1-2月 業務内容に関する研修（5日間）
＊交通費支給（外務省予定）
出典：一般社団法人　国際交流サービス協会ホームページ
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図 2　採用から帰国までの流れ（筆者作成）
る。制度に参加する者は派遣員と呼ばれ、2013
年 8月現在 197公館、263名が派遣中、延べ 2,975
名が参加した。派遣は 3年間である（インタビュー
回答者の時代は 2年間）。
　応募資格は高校卒業以上の自動車免許を取得し
た日本国籍者である。書類審査、一次試験（外国
語筆記、一般常識、日本語作文、適性検査）、二
次試験（面接（日本語）及び外国語会話）、健康
診断を経て、最終試験である赴任前研修に参加す
る。（図 1参照）　応募倍率に関しては、公開して
いないが約 10倍程度である。必要な語学は希望
する公館によって異なり、英語・フランス語・ス
ペイン語・ドイツ語・ロシア語・ポルトガル語・
中国語・韓国語・タイ語・インドネシア語・モン
ゴル語など多岐に渡る。
　大使館は、基本的に各国の首都に置かれ、その
国に対し日本を代表するもので、相手国政府との
交渉や連絡、政治・経済その他の情報の収集・分
析、日本を正しく理解してもらうための広報文化
活動などを行う。また、邦人の生命・財産を保護
することも重要な任務の 1つである。総領事館は、
世界の主要な都市に置かれ、その地方の在留邦人
の保護、通商問題の処理、政治・経済その他の情
報の収集・広報文化活動などの仕事を行う。政府
代表部は、国際機関に対して日本政府を代表する
機関で、国際連合、ウィーンにある国際機関、ジュ
ネーブにある国際機関と軍縮会議、OECD（経済
協力開発機構）、EU（欧州連合）に対する政府代
表部がある。（外務省ホームページ）
　その中で、配属される公館は選ぶことは出来な
い。試験受験時に希望を出すことは出来るが、試
験や面接等において、派遣元である一般社団法人
国際交流サービス協会及び外務省の判断によっ
て、特定の公館への赴任を任命される。もし、そ
の任命国への赴任を拒否する場合には、派遣員へ
の参加を拒否することとなり、他の国への配属変
更等はない。赴任国によっては、その国の宗教上
の理由として特定の性別のみしか採用されないこ
派遣前 現地　勤務中 帰国後
募集・選考
年 2 回
2 年間（現在 3 年間）
赴任前オリエンテーション
5日間　40 時間
マナー研修、予防接種
各種書類手続き
安全講習、外交儀礼等
主たる業務：
総務，便宜供与，会計
邦人保護，領事，渉外
文化・広報，政務
経済，国際協力活動
現職復帰
大学復学
大学院進学
転職
結婚
無職
285 公館（各国にある大使
館・総領事館・出張駐在所）
各公館が 3 年ごとに募集を
おこなう。
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ともある。
　派遣員は、グローバル人材育成推進会議におけ
るグローバル人材としての要素、①語学力・コミュ
ニケーション能力、②主体性・積極性、チャレン
ジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感、③異
文化に対する理解と日本人としてのアイデンティ
ティ、が業務を遂行する上で必要とされる。
　要素①の語学力・コミュニケーション能力を見
ていく。派遣員の業務内容としては、主に語学力
を活用した様々な業務の支援だ。公用の旅行者（国
会議員、各省庁職員、皇族等）が来訪する際の空
港における作業や滞在先の確保、車の手配を実施
する。大型の国際会議が担当公館の領域内で開催
されるとなると、総理大臣・各大臣のみならず、
同伴する何百名という出張者の手配も行う。その
時期は日本だけでなく、世界中から人が集まるた
め、ホテルやバス等の確保は大変困難を強いられ
る。そのため、常日頃から関係者に連絡を取り、
コミュニケーションを図る必要がある。
　その他、派遣員の業務では会計、庶務などの部
署での文書作成や対外的な折衝への立ち合いなど
が含まれており、派遣される公館の規模や、配属
される部署によって異なる。多くは総務班、官房
班に配属され、日本から赴任する外交官の後方支
援を行う。企業内の異動と同じく、配属に関して
も希望は出すことが出来ず、任命された国の指定
部署にて勤務する。また、勤務開始後も、公館内
の部署編成や人数調整等で部署を異動することも
ある。
　配属後も、公館内ではある種のヒエラルキーが
存在する。公館長は大使又は総領事であり、その
下に各役職者が従事している。外交官は外務省か
らのみならず、警察庁、財務省など各省庁や、県
庁からの出向者も含む。また、国家公務員特有の
国家公務員採用試験一種・二種・三種と異なるキャ
リアがあり、そのために見えない壁も存在する。
通常、各地の赴任期間は 2－ 3年と言われており、
1年で数名の外交官の離任・着任があるため、新
しい外交官およびその家族への適応能力が必須と
なる。ここでは要素②が必要であることがわかる。
　最後に、大使館・領事館では、日本からの赴任
者の他に、事務職員、窓口係員、警備員、大使公
邸管理人等現地で採用される職員（現地職員）も
いる。現地職員は日本人も含め現地で生まれ、育っ
た者であるため日本に対する理解はあっても、日
本人としての考えや常識が必ずしも一致するもの
ではない。派遣員の役職は日本から在外公館に派
遣され赴任する者と、現地職員との中間に位置し、
まさに中間管理職の立場である。業務に関して例
を挙げる。欧米では職務内容や職務に関する責任
や権限などを明記した Job Description（職務記
述書）があり、この書面に基づいて業務を遂行す
る。そのため、書面に書かれていないことは業務
として行わないし、してはいけない。例えば、ド
ライバーとして採用された者に、手が空いている
時間に館内での荷物や大きな家具を移動させるの
を手伝ってほしいと依頼しても、それは自分の仕
事ではないと、他にやることがなかったとしても
断られる。それを知った日本からの赴任者は「怠
惰・横柄だ」と憤慨することが度々見受けられる。
その際に、派遣員は間に立ち、現地の文化や制度
を赴任者へ説明するとともに、現地職員へも手伝
いをしてもらえるよう日本の文化や風習を伝え、
よき関係性を築き協力してもらえるように促す。
このような状況は③異文化に対する理解と日本人
としてのアイデンティティが必要になってくるだ
ろう。
　派遣員として在外公館に勤務した者は、語学力
があり、日本大使館・領事館という国際的な機関
での勤務経験者である。そのような制度で採用を
受け、勤務をした人材に共通するグローバルコン
ピテンシーがあるのか、また、いつ、どのように
してグローバルコンピテンシーが醸成されるのか
を調査した。派遣員としての在外公館にて勤務を
経験した男女 10名に対し、2013年 2月から 7月
にかけて、1人あたり 2時間を要する半構造化面
接を行った。本論文では、在外公館派遣員制度に
応募した時期、理由から幼少期までおよび派遣員
帰国後から現在までのライフヒストリーを調査す
る。
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第３章	 グローバルキャリア形成の事
例分析
調査対象者①： 在ホノルル日本国総領事館⇒外資
系広告会社　（女性）
調査対象者②： 在アメリカ日本国大使館⇒航空管
制官　（男性）
調査対象者③： 在アメリカ日本国大使館⇒弁護士
秘書・翻訳家　（女性）
調査対象者④： 在瀋陽日本国総領事館⇒大手日系
商社　（男性）
調査対象者⑤： 在チェンマイ日本国総領事館⇒タ
イ観光局　（女性）
調査対象者⑥： 在シンガポール日本国大使館⇒防
衛省　（女性）
調査対象者⑦： 在ロサンゼルス日本国総領事館⇒
国際機関（世界銀行）　（男性）
調査対象者⑧： 在マイアミ日本国総領事館勤務⇒
外資系部品メーカー　（女性）
調査対象者⑨： 在アラブ首長国連邦日本国大使館
⇒外資系ビジネスイベント会社　
（女性）
調査対象者⑩： 在ニューヨーク日本国総領事館勤
務⇒国際機関（国連プロジェクト・
サービス機関）　（男性）
　半構造化面接では、在外公館派遣員への参加を
軸に、①本人の属性に関する質問（現在の職業、
両親の職業・学歴、兄弟の有無、派遣員以外の海
外経験）　②派遣員応募に関する質問（いつ応募
しようと思ったか、どのような経緯で知ったか、
経験者が周りにいたか、応募に関する家族の反
応）　③派遣員になる前に海外留学や海外への在
住経験についての質問（いつ、どこへ、期間、ど
のような方法で、それは誰の影響か）　④海外に
興味を持つようになった時期についての質問　⑤
語学力などを含め、幼少期、小学校、中学校、高
校、大学、社会人とのライフヒストリーおよび、
派遣員後のキャリアヒストリーを調査することに
する。インタビューは調査対象者の許可を得て、
IC レコーダーに記録する。インタビュー結果に
ついては表 7のようにまとめた。また、調査対象
者 10名のライフヒストリーチャートを表 8にま
とめた。
3-1　キャリアパス分類法による分析
　何人かの研究者は、将来のキャリアの成功を確
立するためには、国際ビジネススキルの向上およ
び海外就労経験が重要であると指摘している。多
くの組織では、よりグローバル化した市場におけ
る競争で生き残るために、採用候補者のグローバ
ルコンピテンシーに特別報酬を与えている（Krell, 
2005；Thomas & Inkson, 2004；Yan, Zhu, & 
Hall, 2002）。
　しかし、組織は国際ビジネスにおけるコンピ
テンス（能力）に重きを置くと言われているが、
一般的に企業は従業員がこれらの重要なコンピ
テンシーを発達させる手助けを十分に行ってい
ないことを調査は示している（Black, Morrison, 
& Gregersen, 1999）。実際に、海外経験を通じ
て貴重な知識を高めた従業員を会社に留めてお
くことさえも出来ていない。それゆえ、個人は
組織へ依存することが出来ないため、各個人は
自ら積極的に転職活動を行わなければならない。
そして、自ら自分のグローバルコンピテンシー
を発達させ利用することを考えているように思
われる（Hall, 2002）。Vance（2005）は 22歳～
66歳の海外駐在アメリカ人 48名に各 40分のイ
ンタビューを実施し、高校から現在の仕事に就
くまでの活動、要因、そして戦略を振り返って
話してもらい、それをグランドセオリーにて分
析した。その結果、グローバルコンピテンシー
は、自己始動型キャリアパス分類法（表 9）に
て Foundation Building, Speciﬁc Preparation, 
Securing Foreign Employment の 3段階で醸成
していくことを明らかにした。
　今回の派遣員のライフヒストリーは自己始動型
キャリアパス分類法をモデルとしていく。10名
をインタビューした結果、①日本育ち・大学入学
以前に海外経験あり（2名）、②日本育ち・大学
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表 7　インタビュー結果
 
名前 N.K N.A A.S T.S M.O K.M F.Y N.T T.A S.M
性別 M F F M F F F F M M
現在の年齢 30 31 30 33 31 32 31 32 31 29
派遣国 アメリカ・ワシントン シンガポール アメリカ・ハワイ アメリカ・ニューヨーク タイ・チェンマイ アメリカ・ワシントン アメリカ・マイアミ アラブ首長国連邦 アメリカ・ロサンゼルス 中国・瀋陽
派遣国の言語 英語 英語 英語 英語 タイ語 英語 英語・スペイン語 英語 英語 中国語
派遣時の年齢 24 23 22 25 23 24 23 25 23 21
派遣前の英語力 ほぼネイティブ TOEIC 820 未受験のため不明
TOEFL CBT230
(TOEIC換算800)
タイ語受験のため不
明
TOEIC 750 TOEIC 700 TOEIC 700くらい - TOEIC 800
派遣後の英語力 ほぼネイティブ TOEIC 880 未受験のため不明
TOEFL IBT100
(TOEIC換算約980)
タイ語受験のため不
明
TOEIC 930 TOEIC 975 TOEIC 870 TOEIC975 TOEIC 940
ロシア語 マレーシア語 国際関係学科 国際文学部　国際関係専攻 法学部 英米学部 法学部　政治学科
文教育学部　言語
文化学科
外国語学部英米語
学科地域国際コース
外国語学部（中国
語）
受かったのがたまた
まロシア語
1浪した。（高校を出
てすぐは音楽の道
に進もうと思ってい
た。）
自己推薦で受けた
筑波は落ちた。
英語が得意だった
が、受験勉強をせず
1浪した。
法律や政治に興味
があったので、法学
部や政経学部など
を受験していた。
高校からのエスカ
レーター
国際政治や国際関
係を学びたいと思っ
ていた。
本当は舞踊コース
に行きたかったが、
試験前にインフルエ
ンザにかかってし
まった。
本当は観光などを
学びたかったが、受
かったのがここだっ
た。
他大学も受かった
最後の最後で単位
を落とし、中退に
なってしまった。
国際協力に興味が
出て、1浪中に方向
転換。外大のみ受
験。
国際関係や文化学
部、社会学部、コ
ミュニケーション学
部を受けた。
浪人生活中は勉強
に集中し、1日13時
間程度勉強してい
た。
英語を使って仕事を
したいとは思ってい
たが、英文学部は
違うと思った。
大学である程度の
学歴がつくところ
JICAや国連職員な
どを目指していた。
女子大で1番の学校
に入りたかった。
学生ボランティアで
外国人留学生とば
かり一緒にいた。
中国語学部だが英
語受験
海外経験
・アメリカ　カンザス
5年間（親の仕事）
・マレーシア（2年
間。中3～高1。父親
の仕事で）
・LA　2週間（中2）
・SF　1ヶ月（高校の
修学旅行）
・カナダ　1年間（高
校の交換留学）
・カナダ　1年（大学
の交換留学）
・アメリカ　3ヶ月（大
学の交換留学）
・サイパン（小2/家族
旅行）
・イギリス1年間（大
4/交換留学）
・アメリカ2年間（大
学院留学/派遣員帰
国後）
・ハワイ（中2/3、高1
で家族旅行）
・フランス・イギリス
（高2で家族旅行）
・タイ（複数回）
・ハワイ（小5　家族
旅行）
・カナダ　バンクー
バー 半年間（大学
生・留学・遊学）
・ハワイ（中2/ハワイ
にいる叔母さんに会
いにいった。家族旅
行）
・アメリカ・ミシガン1
年（大2～3年）
・ハワイ・グアム（高
1～2）
・アメリカ・ニュー
ヨーク（大2）1年間
・韓国（中学校）
・カナダ・バンクー
バー3週間（高2）
・アメリカ・シカゴ1年
間（大学2-3年）
・4歳の時に中国・北
京から父親の仕事
の関係で日本へ移
住。
・フロリダ・ディズ
ニーワールド（中2旅
行）
・LAへ旅行（高3）
5歳から硬式野球 沖縄に生まれる。
仲の良い友達が5歳
の時にロサンゼルス
に引越。海外がある
ことをしった。
静岡県の田舎に住
んでいた。
モダンバレエを習っ
ていた。
父親のしつけが厳し
かった。
カトリックの幼稚園
～高校
姉が病気がちだった
ので、迷惑をかけて
はいけないと思って
た。
父親が日本人、母
親が韓国人のハー
フ。（日本国籍）
4歳で日本へ移住し
た。
英語を習っていたこ
とはない。 ピアノをはじめた。
海外の童話（グリ
ル・アンデルセン）、
歴史物など多くの本
を読んでいた。
ぽっちゃりしていた
ため引きこもりがち
だった。
両親が共働きのた
め、1歳から保育園
に通う。
わからないことが
あって聞くと「自分で
調べろ」と答えを教
えてはくれなかっ
た。
世界の貧困のため
に募金をしたり、勉
強したりする授業や
話を聞く機会が多
かった。
間違って生まれてき
たのではと感じてい
た。夢遊病あり。
幼稚園から小学校1
年の前期までイン
ターナショナルス
クールに通う。
移住当初は日本語
は全くわからなかっ
たが、遊びながら言
葉を覚えた。
アメリカに移住して
から、家は日本語、
外では英語だった。
親のいう事を良く聞
くいい子。
YMCAに入っていた
ので、学校外・年上
のお姉さんとかとも
遊んでいた。
幼稚園の友人とは
違う小学校に入った
ため最初馴染めな
かった。
お寺が運営している
保育園だったため、
農作業やお寺体
験、本当のお墓で肝
試しなど、様々な経
験をさせてくれる場
所だった。
辞書や本はたくさん
あった。
英語やドイツ語の本
や自宅にあり、本を
読めと言われること
が多かった。
落ち着きがなく、小
学校受験の面接で
ダメだった。
学校では英語、家で
は韓国語だったため
日本語が全く話せな
かった。
日本語が出来ない
からと言っていじめ
られることはなかっ
た。
7歳～12歳まで父親
の仕事でアメリカ・カ
ンザス州へ引越し。
親が英語が必要と
感じたのか、小5か
ら週2回英会話教室
に通う。
親と一緒に図書館
へ週末通い、20冊く
らいを借りて読んで
いた。
小5で両親の勧めで
英会話を始める。
神奈川県の公立小
学校に通う。
ドメスティックな環境
が嫌で、学校では浮
いていた。
小学校1年から英語
の授業があった。
写真のように覚えら
れたので、テストは
いつも満点。
日本語が話せない
ことを親が心配し、
小学校1年秋より公
立小学校へ転校。
公立の小学校へ通
う。
白人25～30人、黒
人1人、アジア人1人
というクラス構成
ピアノも習っていた。 5-6年は生徒会長 よく外で遊んでいた。
あまり覚えていな
い。
日本人/外国人の先
生がいた。
周りの友達が子供
に見えて、仲良くな
れなかった。
名前も日本名へ。 小学校
6年生で塾
へ。
小学校2年生だった
が英語が出来な
かったので1年生か
らスタート。小2で半
年ESLへ
音楽の先生の奥様
がやっていたオーケ
ストラにも参加し、バ
イオリンも習う。
小学校6年生から公
文で英語を習ってい
た。
ピアノと公文を習っ
ていた。
違和感を覚えてい
た。
小1～中3までテニス
を習う。
生きていても20歳く
らいまでかなという
気持ちだった。
日本文化に初めは
馴染めなかった。同
じような考え、同じよ
うな行動など。
地元の中学校には
不良が多いらしいと
いう噂を聞いて中学
受験をする。
英語は日本語を覚
えるように覚え、苦
労しなかった。
おとなしい性格だっ
た。
両親は全く英語がで
きず、サインパンで
も通じなかった。
静かな性格だった。
友人から何か誘わ
れても内心つまらな
いと閉鎖的な環境に
嫌気がさしていた。
ピアノは親から習っ
ていた。
塾に通いはじめ、友
達が2-3人できた。
小2では英語・韓国
語とも話せなくなり、
日本語のみとなっ
た。
小学校6年生の時は
英会話クラブに入っ
ており、オーストラリ
アの黒人の先生が
いた。
小6の2学期に日本
へ帰国（大阪の小学
校へ転校）
3年生の時の先生が
きっかけで自分の意
見を言うことができ
るように。
帰宅後はテレビ
（NHK、教育）をみ
ていた。
友達がみんな地元
の中学に通うため、
そのまま進学。
父親の社員旅行で
初めての海外（ハワ
イ）へ。
学校で友人と遊び、
放課後は帰宅。
地元の中学はガラ
が悪かったので、受
験をした。
ピアノやそろばん、
水泳を習っていた。 私立中学へ進学
公立の中学校へ 地元の中学校へ 地元の公立中学 地元の中学校へ 公立の中学校へ 公立の中学校へ エスカレーター（女子校） 女子校に進学 地元の中学校へ 私立中学校へ入学
英語は好きだった。 中1-2は吹奏楽部でトランペット。
世界史が好きだっ
た。
ソフトテニス部に入
部。
父親の友人がハワイ
にいたため、家族で
ハワイ旅行（初海外）
英語は好きだった。 ハワイいる叔母さんに会いに行った。
1人くらいしか友達
はいなかった。
陸上部で毎日忙し
かった。 英語は好きだった。
野球に力を注いで
いた。
中3でマレーシアへ
引越し。日本人学校
へ通う。
中2の時に初めて、
LAにいる友人に会
いに行った。（2WK）
国語は苦手で、歴
史は得意だった。
ハワイ旅行をきっか
けに英語に興味を持
ち、英会話に通った。
英検を取得 イギリスに3週間ホームステイ
1日6時間くらい勉強
していた。
英語もすっかり忘れ
ていた。
英語は成績が良く
学年で1桁以内には
入っていた。
違和感なく周りに溶
け込んでいた。
日本人学校の友人
の親がJICAで来て
いて、初めて先生以
外の仕事を知る。
テニス部所属。
英語はしゃべれたら
かっこいいと思って
いたので、英語は勉
強していた。
アメリカの女の子と
ペンパルを始める。
英語を使いたい、英
語の環境に行きた
いと思っていた。
塾で仲良くなった友
人と私立に行くこと
を誓って受験勉強に
精を出した。
海外の話を聞く機会
が多かったので、海
外志向が強くなっ
た。
血筋が途絶えるのと
相続などの問題か
ら、祖母の養子とな
る。（中2）苗字が変
わる。
先生が出せない音
（発音）が出来ること
はわかっていたが、
白い目で見られたく
なかったので、わざ
と日本語的な発音を
していた。
中2でフロリダに行っ
て英語を使えたこと
が嬉しかった。
英語の授業が多い
公立の学校へ
父親の勧めで、中3
で1ヶ月日本へ帰国
し、高校受験をして
休学しマレーシアに
戻る。
英語に力を入れて
いる地元の高校普
通科3類を受験
地元の県立高校
へ。
神奈川県立の高校
へ
中学校では閉鎖的
だったので、どうして
も私立に行きたいと
思った。
エスカレーター（女
子校）でそのまま高
校へ
エスカレーター（女
子校）でそのまま高
校へ
地元の高校へ 中高一貫校のためそのまま進学。
ALT（外国人の英語
の先生）が多かっ
た。
マレーシアのイン
ターナショナルス
クールに1年通う。
40名クラスの内、
1/3くらいは留学をし
ていた。
英語は得意だった
が、まったく勉強しな
かったので、410人
程度の同級生中、
いつも成績は400番
台だった。
英語を使って仕事を
したい、海外に住み
たいと言っていたよ
うだ。
母親の勧めで志望
校を決め、1校しか
受けなかった。
学校の修道院がス
ペインにあったた
め、スペイン語の授
業があった。
モダン・コンテンポラ
リーダンスを始め
る。
陸上部に入り頑張ろ
うと思っていたが、
今までのストレスや
良い子でいることへ
の反発から大反抗
期へ。
航空工学を学びたく
理系だったが、物理
が全く出来ず、高校
3年生の夏に理系か
ら文系に転換。
野球部で甲子園を
狙うも大阪大会で敗
退。
学校が厳しくアルバ
イトもできず、勉強
の毎日だった。
高校2年生の夏～3
年生の夏にカナダ
へ交換留学。10名
程度の中から2名の
み選ばれた。
高校の進路指導で
英語を使った仕事と
してツアコンや添乗
員などを考えた。
高校生活は楽しく毎
日お茶しに行った
り、友人と話をして
過ごした。
TOEFLセミナールと
いう英語がメインの
塾に通う。
高2でいじめを受け
て、学校に行かなく
なった。
高校1年の夏には学
校へいかず悪い友
人とつるむように
なった。
飛行機を作る方で
はなく、乗る方にな
ろうと決意。
小中高と公立だった
ので親の負担も少
ない国公立の大学
へ行こう。
音楽の先生になる
ために、音楽大学を
目指す。
修学旅行はSF
緒方貞子さんの影
響で国際機関で働く
のはかっこいいなと
漠然と思っていた。
短大と大学の両方
に進学できたが、先
生の勧めもあり大学
に進学することにし
た。
国際機関などに入り
たいと漠然と思って
いた。国際政治や国
際関係を学びたい。
反抗期があったが、
祖母を悲しませたく
ないという思いか
ら、大学受験をする
ことにした。
アイデンティティ・クラ
イシス（自暴自棄）に
なり、全てが嫌になっ
た。母親の悲しむ姿
を見て、せめて高校
は出ようと決意。
英語で1番の学校に
行こう！
オープンスクールで
神戸市外大に惚れ
た。
緒方貞子さんの本
に衝撃を受けた。
チアリーダーをして
いた。
受験勉強をしなかっ
ため、受験に失敗し
浪人生活を送る。
大学はエスカレー
ターだったのであま
り勉強していなかっ
た。その成績で行け
る、楽しそうな学部と
いうことで英米を選
んだ。
海外の大学に行き
たいとも思ったが、
お金がかかるので
大学に入ったら留学
したいと思ってい
た。
女子大で1番のとこ
ろに行きたいという
気持ちと、ダンスが
出来るところで大学
を選んだ。
高2の夏に母親の勧
めでバンクーバーへ
3週間HSをし、人生
が変わった。帰った
ら大学に行こうと決
心し、受験勉強に取
り組む。
修学旅行にはいか
ず、友人と二人でLA
へ旅行に行った。
海外早期経験型 海外晩期経験型 先天性海外経験者
大学
幼少期
小学校
将来は通訳になりた
いと思っていた。（英
語が出来たらかっこ
いいから。）
沖縄は仕事がない
ので、音楽の先生と
して沖縄で働きたい
と思った。（医者や
看護婦はやりたくな
いから）
中学校
高校
世界中をバックパッ
クで回っていた予備
校の世界史の先生
が大変インパクトが
あり、その先生の影
響で更に世界に興
味を持った。
その先生が「大学生
の最初の夏休みは
海外に行きなさい」
と言っていたので、
世界遺産があり、治
安が良く、興味のあ
るアジアに旅行に行
きたいと思ってい
た。
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本当はスペイン語科
に行きたかったが、
センター試験が良く
なく受かったのはロ
シア語。
音大受験後何か違
うと思い、方向転
換。1浪を経て外大
へ入学。
留学出来る大学を
探していた。留学費
用も考えて、国公立
を受験。本当は海外
の大学に行きたかっ
たが、親の反対に
あって断念。
旅行（タイやカンボ
ジア）に行って、留
学したいと思った。
大学1年の夏休みに
タイに行きはまって
しまった。タイ語が
勉強したくなった。
大学ではあまり勉強
していなかったが、
ある時に外国人に
ナンパをされ、それ
を上手く英語で対処
できなかった自分が
悔しく奮起。
体育会のテニス部
に入部したため、大
学生活のほとんど
は体育会を中心に
過ごした。
舞踊学科に入りた
かったが、試験の前
日にインフルエンザ
にかかり、受からな
いと言われ他の学
科を受験。
高校で2年以上きち
んと勉強していな
かったので、受験勉
強が大変だった。地
元を出て東京の大
学へ行きたいと思っ
て学校を選択。
中国語はしゃべれる
が、文法などは出来
なかったので、中国
語を専門に勉強す
ることを決意。
同志社大学の英文
学科は受かってい
たが、外大に行きた
かったのでける。
JICAや国連で働き
たいと思い、模擬国
連などにも参加。
英語を学びたくはな
かった。英語で学び
たかった。
日本国外に出ること
がかっこいいと思っ
ていた。
長期休暇（夏・冬）に
はタイに行き、語学
学校へ行ってタイ語
を学んだ。
今考えると体育会に
入ったのは失敗だっ
たかも。
ダンスサークルと阿
波踊り佐クールに入
る。
外国人の良く来るブ
リティッシュバーでア
ルバイトをした。
家庭教師のアルバ
イトを週に6日行い、
お金を溜めては旅
行へ。
ロシア語は難しく得
意ではなかった。
ファミレスでバイト
し、大2,3年は1週間
ずつイギリスへ旅行
に行った。
大学2年夏から3年
夏までカナダのバン
クーバーに留学。
レストランにてアル
バイト
大1-2年で単位は修
得したので、大3-4
は半年ずつタイに行
き、語学を磨いた。
大学2年生でアメリ
カへ留学
大2で予期せぬ出来
事
大学3年生でアメリ
カへ留学。
大学1年生の夏休み
には東南アジア（タ
イ・ベトナム・シンガ
ポールなど）を1ヶ月
で回った。
マクドナルドでのア
ルバイトに精をだ
し、マネージャーま
でなっていた。
大学3年生の春に派
遣員を知り受けたが
不合格。
3年の夏にはUC
バークレーで夏講座
も受講。
意味がないと思った
ので、大学が主催す
る海外留学には参
加しなかった。
大学3年生の夏に帰
国して、派遣員試験
も受けるかが落ち
る。
心療内科に通う。や
る気がおきず、ふと
「留学でもしようか
な」と言った言葉に
父親が賛成し、ダン
スに興味があったの
で、NYに留学するこ
とになった。
アメリカに戻りたいと
思い、戻る方法を調
べる。職活動はしな
かった。卒業したら
留学をしようと思っ
ていた。
その後も、ロシアか
らベオグラードまで
50日間陸路で横断
したり、イランやウズ
ベキスタンなど中央
アジアをまわった。
スーパーでの内定
をもらう。
どうしても入社した
かったJICAに落ち
て気落ちしていたと
ころ、友人に「派遣
員」を再度紹介さ
れ、受験した。
ウエディング会社で
のアルバイト経験
大学卒業後にカナ
ダに留学（彼氏がい
たから）
就職活動では国際
協力企業などを受
けたが落ちてしま
い、受かった生命保
険会社に入社。
大学4年生で帰国
し、就職活動を始め
る。ダンス部にも戻
る。
大学院（ロースクー
ル）に行こうと思って
いた時に、シカゴ時
代の友人から派遣
員の制度を教えても
らい、受験するも不
合格。
ロシア語を第二外国
語として学んだ。
内定も決まっていた
が、ふと派遣員を思
い出し受験。
大学4年生の春に受
験し、合格したので
大学は休学した。
大学卒業してすぐに
派遣員になったの
で、新卒経験なし。
留学をしていたの
で、9月卒業だった。
大学4年12月までタ
イにいたため就職活
動が遅くなり、タイと
つながりのある商社
などを受けたがダメ
だった。
不動産会社に就職
するも海外とは縁が
なく辞めたかった。
生命保険会社の生
保レディとして営業
職につく
女性が活躍している
分野で働きたいと思
い、アパレル業界に
就職。
再度どうやったら受
かるのかを経験者
などに聞いて面接
対策・リサーチをし
て、合格
授業がつまらず、就
職活動をする前にも
う少し時間が欲しく、
以前先輩から聞い
た「派遣員」を調べ
て受験。
大学3年10月の派
遣員試験→不合格
大学4年4月の試験
→合格
もし派遣員がだめ
だったら、大学院に
行こうと思っていた。
留学パンフレットをも
らいに行った時に大
学の国際センターで
派遣員制度を知っ
た。
就職が決まらなかっ
たので、やけくそで
応募。
生命保険会社の事
務として入社し、派
遣員試験に備えてタ
イ語の勉強や一般
教養を磨いた。
航空会社勤務の友
人に派遣員制度を
教えてもらって、受
験勉強をひらすら頑
張った。
やはり海外に行きた
いと思い派遣員試
験を受ける。
社長のワンマン経営
のため、数か月で退
社。
面接は圧迫面接
だった。アジア人（日
本人）としてのアイ
デンティティなど答
えを準備していたの
で良かった。
大学3年生4月受験
⇒合格
外国で生活したいと
思い、「受かったら
儲けもの」という気
持ちで受験
派遣員を知った日
が募集締め切りの
当日だったので、す
ぐに書類を作成し発
送した。消印有効
だったため。
すでに内定をもらっ
ていたが、内定を辞
退して派遣員に。海
外に行けること、人
とは違うことがした
かった。「知っている
のにやらないと損」
だと思い受験した。
国際関連に興味が
あったので国連や
北スーダン、留学で
行ったことのあるイ
ギリス、旅行で行っ
たカンボジアを希望
していた。
入社2年目の春にタ
イでの募集が出た
ので、派遣員に応募
し、合格したので退
社。
絶対に合格すると思
い、ひたすら勉強し
た。米大は英語が
相当出来る人では
ないといけないと
思ったので、ロサン
ゼルスやＮＹなどア
メリカの他の公館を
希望していた。実際
は行けるのならばと
こでもいいかと思っ
ていた。
スペイン語を高校・
大学で学んだこと、
フラメンコを習い始
めたことから、アメリ
カでスペイン語も使
える場所を希望し
た。
NYに戻りたい、海
外で働ける人材にな
りたいと思って派遣
員を受ける。大学4
年生の時も1度受け
落ちた。
大学を卒業できるを
思っていたら、出発
3時間前に単位が足
りないと大学から連
絡があり、急遽休学
にして出発。
派遣員に受からな
かったとしても休学
をして、海外へ行こ
うと思っていた。親
は賛成してくれた。
どんな仕事をするの
かもわからず期待し
ていなかったが、生
活も仕事も楽しかっ
た。
シンガポールは東
南アジアの中心地
にあるため、乗継や
物資調達、出張者
が多かった。
興味のあった政治
関係の仕事は出来
なかったが、邦人援
護等で英語を使う機
会があったので良
かった。
仕事を覚えるのに必
死だったが、1年程
度だって仕事が
ルーティン化し、1.5
年経った頃には、次
にどうするか不安
だった。
タイ語が重宝され、
便宜供与以外にも
領事部関係の仕事
まで多岐に渡る。応
援出張も5回ほど
行ってとても色んな
経験をさせてもらっ
た。
上司はいい人だっ
た。
現地職員は日本
人、アメリカ人、ラテ
ン系の人たちと様々
な人種がいたので、
調整するのが難し
かった。
初めての女性派遣
員。現地職員の採
用や給与計算など
多岐に渡る仕事を
任された。
LA市長選挙のリ
サーチや翻訳、着任
支援（地域案内）が
楽しかった。
雑用が多く大した仕
事はしないだろうな
とは思っていた。
庶務班所属 総務班所属 総務班所属 総務部庶務班所属 官房⇒総務・領事部兼務 庶務班所属 官房班所属 総務班所属 総務・政務班所属 庶務班所属
便宜供与担当（ロ
ジ・空港出迎え等）
便宜供与担当（ロ
ジ・空港出迎え等）
便器供与・邦人保護
担当
便宜供与・配車担当
（ロジ・空港出迎え
等）
便器供与・邦人保
護・応援出張
便宜供与担当（ロ
ジ・空港出迎え等）
便宜供与、乗継支
援
ロジ・便宜供与・配
車・官房業務 秘書業務・配車など
便宜供与担当（ロ
ジ・空港出迎え等）
大学4年4月に復学
（26歳）
大学4年10月に復
学。
外資系リサーチ会
社（2.5年）
次のことは決まらず
に帰国。
半年程何もしていな
かった。
帰国後沖縄に移
住。
帰国後は旅行に
行っていた。
大学4年生の4月に
復学。
大学3年10月に復
学
再度就職活動をし、
航空管制官に合格
就職活動も限られて
いるので1ヶ月で辞
め、公務員試験勉
強を始める。外務省
に入りたいと思っ
た。
日系コンサルティン
グ会社（1年）
大学院に行きたいと
思い、すぐに応募し
翌年2月に合格をも
らう。
タイ語がいかせる仕
事がしたいと思い、
観光関連団体へ募
集はなかったが、履
歴書を送った。
当日お付き合いして
いた方と結婚。配偶
者が沖縄での勤務
だったため、沖縄に
て仕事を探す。ホテ
ルの総支配人秘
書。
実力で認められると
ころで、働きたいと
思い日本企業では
ないところを探した。
アメリカに戻りたいと
思った時期もあった
が、その後興味が
移り、イタリアやフラ
ンスに行く方法を模
索していた。
就職活動では就職
ランキングに商社が
上位にあったこと、
入社していた友人が
楽しそうなのを見
て、商社や国際協
力機関を受験
ロシア語の最後の1
単位を取れず大学
を卒業できず。
さらに経験を積むべ
く、商工会議所の育
成プログラムにも参
加
アメリカのニュー
ジャージー州にて都
市計画を学ぶ。
最初はアルバイトと
してで良かったらと
いうことで週3日アル
バイトをする。
国家公務員試験も
受けるつもりで勉強
していたが、興味が
なくなった。
配偶者の異動に伴
い名古屋へ引越し。
バーチャルオフィス
の受付へ
2ヶ月でアジア地区
セールスの1位にな
る。
外資系コンサルタン
ト1年
その他、ネット証券
やメーカーも受け
る。
就職先は大卒見込
み程度なので、中退
でもOKということで
退学し社会人へ
在アメリカ大使館の
求人にも応募→不
合格
国連機関にてイン
ターン経験
家族が病気を患っ
たため、フルタイム
は難しかったので丁
度良かった。
人の紹介で現在の
弁護士事務所へ就
職
転勤に伴い東京へ
戻る。東京オフィス
勤務2年
1年後には営業悪化
のため自分以外全
員解雇、入社2年目
で日本代表となる。
国際機関　1年
4年の4月中旬には
就職が決まったの
で、世界一周旅行に
出かけた。
航空管制官4年目 国家公務員　5年目 外資系広告代理店（1年）
NGOにてスーダン
にて2年勤務 観光関連団体
5年目 弁護士事務所　秘書
ドイツの車の部品
メーカー　2013年5
月より勤務開始
外資系ビジネスイベ
ント会社5年目 国際機関2年目 日系商社5年目
今の仕事は天職だ
と感じている。
外国から来るお客
様の接遇対応
これからも海外行き
たい。出来れば長期
で仕事をしたい。
現在国連機関にて
ナイロビ勤務
旅行やロングステイ
などへ行く日本人へ
の情報提供、問合
せ対応など
副業として、オンライ
ン配信の映画・ドラ
マの翻訳業務にも
携わっている。
結婚7年目
社員は25名を超す
規模になり、やりが
いを感じている。
国際公務員として終
身雇用ではないの
で、新たなポジショ
ンがあれば挑戦す
る。
海外駐在を経験した
い
でもまたいずれは海
外で生活したい。
（社内で海外駐在の
可能性もある。）
海外勤務異動願い
は出している。
年3回ほど出張で海
外に行くこともあり、
現状満足。
また海外で生活した
い。
今度は長く勤めたい
と思っている。
7月には結婚をする
予定。
フランスの機関に行
きたい。
将来的には自分で
仕事したい
海外早期経験型 海外晩期経験型 先天性海外経験者
派遣員
帰国後
家族の死去がショッ
クで1年ほど何もし
ていなかった。
卒業した年の6月に
外務省を受験する
も、1次試験で落ち
た。このまま就職浪
人するわけにはい
かないので、次とし
て防衛省の語学職
を受験⇒合格
現在
社会人
大学
辞書を持ち歩きわか
らない言葉はすぐに
調べたり、外国のド
ラマや映画をみて言
葉を書き写したり、
真似をしたりという
勉強をひたすら続け
た。
イギリスに交換留
学。大4の秋に戻っ
てきて、国際協力を
やりたいと思い国際
協力関係の団体な
どを受けるが×。半
年先に留学をしてい
た先輩に派遣員の
ことを聞いて受験。
当初は女性がタイで
働ける会社はなかっ
たので、タイで働き
たいとは思っていな
かった。友人に聞い
た「派遣員」という制
度を使って、タイに
行きたいを考えてい
た。
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グローバルキャリア形成の道標（1）
入学以前に長期海外経験なし（6名）、③親の一
方又は両方が外国籍（2名）という海外に接した
時期で 3種類に分類し、その分類ごとにおけるグ
ローバルコンピテンシーの醸成過程を見ていく。
但し、Vance のインタビューは高校からの振り
返りだったが、今回は幼少期からのライフヒスト
リーのため、発達時期は Vance とは異なる。
3-2 海外早期経験型のライフヒストリー
　製造業に勤務する父親と専業主婦の母親の長男
として大阪府で生まれた。2歳下の妹と 4名家族
である。7歳の時に、父親の製造業の会社のアメ
リカ進出に伴い、父親の海外駐在が任命され、一
家でアメリカのカンザス州に転勤することとなっ
た。父親（高卒）と母親（高卒）のどちらも英語
が話せるわけではなかったが、アメリカに行く前
の心境を NK は振り返る。
「お父さんは英語全くしゃべれなかった。・・
お母さんもまったく。（英語が出来ないのに
アメリカに行くことになって、両親の反応
は？）なんか、わくわくしてた気がするねー
お父さんもお母さんも。もちろん（自分）も
まったく英語が出来へんかった。・・・おれ
らはほんとに現地の小学校へ放り込まれた感
じ。英語出来ないまま。」
　まったく英語が出来ないまま、現地の小学校へ
入学した。本来は小学校 2年生だったが英語が出
来なかったので、学年を 1つ落とし 1年生として、
白人 25～ 30人、黒人 1人、アジア人 1人という
クラスに入学した。英語の習得に関しては、日本
語を覚えるように覚え、苦労しなかったことを思
い出す。
「（小 2のところ）小 1でスタートしてもらっ
て、そんなこともあり、苦労はしてない。英
語はほんとに、日本語覚える感じで、ほんと
に聞いた赤ちゃんが日本語覚える感じ。聞い
て覚える。（中略）でも 2年目にほぼ授業が
わからないんで、2年目の半年間だけ、ESL
が隣の学校にあったから、そこに半年間だけ
転入させてもらって、そこで半年間だけ英語
勉強しました。」
　アメリカの学校では特にいじめられることもな
く、楽しく過ごした。平日はアメリカの現地校へ、
土曜日の午前中は日本語学校へ通っていた。その
後、小学 6年生の 2学期、12歳で日本へ帰国、大
阪の小学校へ転校した。そのまま、地元の公立
中学校へ進学。学校では陸上部、地元では野球に
力を注ぎ、アメリカからの帰国子女ということで
奇妙な目にさらされたり、いじめられたりするこ
表 8　ライフヒストリーチャート
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ともなく溶け込めた。教科書がすべて日本語に変
わったが、それに対する拒絶反応や違和感もなく、
生活にも馴染めた。
「5歳からチームに入って野球をやってて、
アメリカに行っても野球してて、帰ってきて
も野球をやっていたから、小・中の時の将来
の夢は、プロ野球選手だった。（中略）まあ、
夢は夢で。中学校の頃からチームはよかった
ということで、だんだん野球は楽しもうって
ことになって。まあ、高校に入ってももちろ
ん野球は続けるんやけど、まあ楽しくってこ
とで、そのまま公立高校に進んだ。」
　その後、高校に進学した。進学した学校の選択
経緯について、下記のように語った。
表 9	 Taxonomy	of	self-initiating	career	path	strategies	and	activities	for	obtaining	significant	foreign	
work	experience.
Phase Ⅰ：FOUNDATION BUILDING
Exposure Immersion
・Tourist Travel ・Study Abroad (Foreign-Based Program)
・Host Family for Foreign Students ・International Internships
・Participation in International Relations Activities 
(e.g. Clubs, Associations) ・Government Foreign Service (working abroad)
・Study Abroad (US-Based Program) ・Foreign Missionary/ Humanitarian Service
・Foreign Military Service
・Study in International Business or Foreign 
Relations Program
・Work for Foreign Government or Agency in Home 
Country
・Work for Foreign MNC in Home Country
↓
Phase Ⅱ：SPECIFIC PREPARATION
・Networking
・Find and Develop Mentor Relationships
・Foreign Language Study
・Develop Marketable Skills for Work Abroad
↓
Phase Ⅲ：SECURING FOREIGN EMPLOYMENT
Immediate Expatriation Track MNC Track
・Networking ・Obtain MNC 
・Actively Seek Employment ・Build Career Development Plan
・Service at Local Chamber of Commerce 
Organizations ・Internal Networking
・Teach English Abroad or Other Temporary 
Forms of Employment ・Establish Internal Mentor Relationships
・International Internship ・Seek International Division Employment
・Virtual Team Assignments
・Frequent International Work-related Travel
・Temporary Assignments Abroad
出典：Vance（2005）
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グローバルキャリア形成の道標（1）
「英語はやっぱりずっと好きで、自然に英語
は覚えた感じだったから、これはちょっと触
れていたいなということで、英語科のある高
校へ進みました。（自分で探したの？という
問いに対して）英語の先生も英語が好きって
ことを知ってたから、進むとしたらこういう
のがあるよって進路相談の時に高校を何校か
教えてくれて、その中に英語科っていうのが
あって。普通よりも英語の授業が多いから、
自分が得意な授業が多かったら、まあ楽もで
きるかなって。」
　英語科のある学校だったため、ALT（外国語
指導助手）が他校より多く配置され、生きた英語
を学ぶ機会が多かった。野球部で甲子園を狙うも
大阪大会で敗退。その後の大学受験では、小中高
と公立だったので親の負担も少ない国公立の大学
へ行こうと決意し、オープンスクールで訪れた神
戸市外国語大学の雰囲気が気に入った。
「学科が、英語科、スペイン語科、中国語科、
ロシア語科、国際関係学科とあったんだけど、
英語はまあ、自分でも結構できると自信をそ
表 9　自己始動型キャリアパス分類法
段階 1：基礎形成期
直接的な関わり合い 没頭
・旅行 ・海外留学
・ホストファミリーとして外国学生の受入 ・海外インターンシップ
・国際関係の行事・催し参加 ・政府外国勤務
・国内留学 ・外国使節団・人道的ボランティア
・外国兵役
・国際ビジネスや国際関係の勉強
・母国での外国政府や代理機関での勤務
・母国での多国籍企業勤務
↓
段階 2：特定準備期
・人脈作り
・良き指導者を見つけ相談
・外国語の勉強
・海外勤務で需要のあるスキルを磨く
↓
段階 3：外国勤務の確保
即時海外経験軌跡 多国籍企業軌跡
・人脈作り ・多国籍企業の本社勤務の機会を得る
・積極的な就職活動 ・キャリア開発計画を立てる
・地元の商工会議所に従事 ・会社内部での人脈作り
・海外で英語を教える、又は仮の形で働く ・会社内部で指導者を見つける
・海外インターンシップ ・国際部での仕事を希望する
・地理的に離れたチームでの仕事
・海外出張
・一時的な海外任務
出典：Vance（2005）筆者訳
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こそこもっていたから、3か国語目を触りた
いなと思って、スペイン語をやりたかったん
だけど、センター試験の結果が思わしくなく
て。でも、どうしても神戸市外大に行きたかっ
たから、その中で一番合格しやすいだろうロ
シア語を選びました。」
「（東京や他の私立もある中で、なぜその大学
を選んだかという質問に対し）英語の優れて
いる大学は東京にもあると聞いていたけど、
18歳という時にまだ大阪を出たくなくって。
だから、関西の方の家から通える国公立って
決めた。（英米文学や英語科にも）興味はあっ
たけど、神戸市外大に行きたいっていう方が
先だった。（すべり止めとして）一応、センター
試験で英語と面接だけで受けられる同志社大
学の英文学科は合格をもらってました。」
　ロシア語の勉強には本当に苦労をしていたた
め、ロシアへの留学は全く考えていなかった。た
だし、海外に行きたいという気持ちは芽生えてい
た。
「大学に入ってから、ちょっと、機会があれ
ば海外で生活したり、就職を考えるように
なってからは、商社に入って海外で活躍の機
会があるところがいいなーと思ったりして
て。大学の 2年生の最後くらいからそう思う
ようになってた。外大にしては少ないけど、
3分の 1くらいは留学とかに出てたし、周り
の仲の良い友人も 2年生の時に 1年行ってき
ますみたいな感じで海外に出てって。そうい
う生活もあるかと思ってた。」
　外国で生活をしたいと思っていた大学 3年生の
夏前頃、大学の講義中に後ろの席の人が、外国で
生活しながら政治に関係した仕事が出来て給料が
もらえる制度があるという話をしており、「派遣
員制度」という単語が聞こえた。帰宅後インター
ネットで調べ、制度を知り、大学の進路指導室に
願書を取りに行った。派遣員試験は大学 3年生の
秋に 1度受けたが、1次試験で落ちた。
　大学在学中は大手ファーストフード店でアルバ
イトをしており、アルバイトマネージャーとして
アルバイトのシフト管理、在庫管理や人件費計算
などに携わっていた。その企業へ就職をすること
も頭の中にはあった。大学 3年生の秋から就職活
動を始め、サービス系や百貨店を受け、関西を中
心に展開をしているスーパーに内定を 4年生の春
（4月）にもらっていた。しかし 5月の派遣員試験
の前に、派遣制度をふと思い出し、再び受験した。
「なんで内定ももらっているのに、また受け
たか・・・。たぶんずっと、小さい頃のアメ
リカでの生活の記憶と、英語が好きっていう
気持ちと、もう 1回海外で生活したいってい
う想いがあったんだと思う。1回目の試験で
落ちたから諦めたにも関わらず、思い出した
時に、やっぱり行きたいっていう気持ちが強
くなったんだと思う。前回の試験はぼろぼろ
だったけど、受かったら儲けもんと思って試
験受けた。」
　その際、海外に行って生活したいという思いが
強かったので、生活面を重視し、1. ホノルル　2. 
フロリダ　3. ロサンゼルス　4. ニューヨーク　5. 
ワシントンの順で希望を出した。受験をする際は
両親には相談をせず、1次試験合格後、2次試験
は東京だったため、両親に話をした。両親からは、
「やりたいようにやりなさい」、とまったく反対は
されなかった。
「合格したら、どこの場所でも有り難く行か
せてもらおうと思っていたから、合格の電話
がかかってきたときは即決で採用を受けた。
行きたい！という気持ちが強かったから、休
学しなくちゃいけないということにデメリッ
トは感じていなかった。（中略）そして、内
定をもらっていた企業の人事へ電話で連絡
し、内定を辞退した。」
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　在アメリカ日本大使館（ワシントン）に赴任し、
庶務便宜供与班へ所属、便宜供与担当として空港
出迎えや滞在先確保を担当していた。大使館全体
では、日本からの赴任者 100名、現地職員 100名
が勤務しており、所属している班には日本からの
赴任者が 2名、現地職員が 4名、派遣員 4名（イ
ンタビュー者含む）、ドライバーが 18名所属して
いた。
「参加してみて、結果、すごい良かった。仕
事面も、政治の世界を見ることが出来て、期
待していなかったけど、すごいいい経験させ
てもらった。生活も良かった。夏はサマータ
イムがあるから、夜 9－ 10時まで明るいか
ら、仕事終わってから同僚とテニスしたり、
休みの日はゴルフしたり。仕事面、プライベー
ト面両方ともに満足だった。仕事でつらかっ
たことは、日本とアメリカとの板挟み、文化
の違いっていうかそういうことはあった。例
えば、日本はスケジュールでも時間や場所に
関して、細かいところまで決めたがるのに対
して、アメリカはこちらからの要望に対して
OK と言って対応してくれそうな様子を見せ
つつも、アバウトだったり。また連絡を取っ
ていた担当者が突然明日からバケーション取
ると言って、1週間後の担当案件を放りださ
れたり。あとは、時差の関係で日本とアメリ
カとのやり取りが遅くなったりとか。そうい
う働き方の違いとかは感じた。」
　派遣員への参加は大学 4年生の 9月から休学し
て、2年間勤務し、9月に帰国、さらに半年間休
学して、大学 4年生の 4月から学校へ戻った。帰
国後は就職活動まっただ中である。
「就職活動は書類とかは出しててんけど、年
齢がもうこの時 25歳、年齢オーバーで、一
次書類審査とかでけられてて。何をやりたい
か全くわからなくって、無駄に大手のメー
カー系ばかり受けてた。4年生の 7月になっ
て周りは就職が決まり始めて、やばい何も決
まってないぞってなって。まあ、ファースト
フードのアルバイトは続けていたから、もし
どこも受からなかったら内部制度で社員を受
けることも考えてた。そんな 7月くらいに、
高校の時の先生が英語使う職業としてはこん
なのがあるよと（航空管制官の仕事を）高校
の時に言ってくれてて、それ以来忘れていた
んだけど、アメリカにいた時に空港で航空会
社の人にもお世話になってて、空港関係の仕
事にも興味を持って帰ってきて、その高校の
先生のおすすめをふと思い出して、ほんと、
奇跡的な思い出しで、インターネットで調べ
たら、翌週が応募締め切り、来月が試験って
わかって。とりあえず受けようと、すぐに応
募した。」
　航空管制官は、例年 5％前後の合格率、採用倍
率は 20倍前後を推移しており、狭き門である。
一次試験は、筆記試験、適性試験、英語筆記試験、
二次試験では英語のヒアリング、英語面接、身体
検査、身体測定が行われる。それらに無事合格し、
晴れて就職先が決まった。
「結局大学卒業出来なかったんだよね。大学
中退で。（派遣員でアメリカに行っていたた
め）ロシア語から 2年間離れていたから、ほ
とんど 1から勉強みたいになって。最後 1個
の単位が取れずに。今の仕事の合格発表が
2009年の 1月に出てて。で、もう 26歳だし、
仕事も決まってて、たまたま最後に単位が取
れなくって卒業出来ませんってなった時に、
2月下旬に職場に電話して、『卒業見込みで
出してたんですけど、結果出来なかったんで
すけど、これって雇ってもらえるんですか
ね。』って聞いたら、『大卒程度で出している
んで、大丈夫です』って言われたから、社会
人に進もうと思って。」
　航空管制官になりたくて準備をしていたわけで
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はなく、ふとしたきっかけで高校の先生の言葉を
思い出し、就職をしたが、現在の職業に関して、
次のように感じているようだ。
「（実際に航空管制官として働いてみて）今の
ところ、天職だと思う！ほんとに、仕事も面
白いし、周りの人にも恵まれてる。3－ 4年
くらいに転勤もあって、もしかしたら国土交
通省の事務員として出向になる可能性もある
みたい。今のところ転職はないかな。でも、
いまだに海外に住みたいなという気持ちは
ある。英語圏に 2年くらい。今の管制官の中
でも、カナダのモントリオールに 1名、アジ
アのどこかに 1名に行けたりする制度があっ
て、それを 5年くらい先を目途に狙ってみた
りしてる。チャンスがあれば行きたいな。」
　幼少期にアメリカでの約 7年間の生活経験を経
て、現在は航空管制官として働く NK の幼少期か
ら現在までのキャリアパスの軌跡が表 10である。
基礎形成期において、すでに海外経験を伴ってい
るため、英語および海外というキーワードが根底
にあることが見受けられる。
４. グローバルキャリア形成の経験資本
　経済のグローバル化が進む中、グローバル人材
の育成が急務とされている。グローバルコンピテ
ンシーとは、語学力だけではなく、主体性や積極
性、チャレンジ精神があり、異文化に対する理解
と日本人としてのアイデンティティ、それらすべ
ての特性・能力を指すことと捉えられる。その
グローバルコンピテンシーは、何か特定の事柄に
よって発達するものではなく、国内での勉学に加
えて、社会で通用する能力を備えている人物が、
海外経験を経て、言語を習得し、日本と外国との
文化や言語などの違いを体感することによって醸
成されるということがわかった。
　本論文から明らかになったのは、国際ビジネス
経験を積む前段階でのライフイベントの早時期で
の語学経験や海外居住経験である。グローバル社
会の深化の中で求められているグローバル人材を
一人でも多く輩出していくという観点で述べるの
であれば、早時期での海外経験プログラムや海
外一時居住プログラムの制度設計にその鍵があ
るといえる。現実的に、海外に拠点を移すことが
難しければ、デジタルテクノロジーをつかった
表 10　NKのキャリアパス
段階 1：基礎形成期（幼少期～中学）
直接的な関わり合い 没頭
・アメリカでの海外生活 ・野球
・アメリカ現地学校通学 ・英語
・アメリカ現地学校の行事参加
↓
段階 2：特定準備期（高校～大学）
・英語の授業の多い高校へ進学
・外国語大学への進学
・アルバイト経験
↓
段階 3：外国勤務の確保（派遣員～現在）
派遣員経験軌跡 現在までの軌跡
・1 度試験に落ちたが再受験 ・高校の先生のアドバイスを思い出す
・英語力 ・就職優先の決断
・赴任地での経験 ・現職の適合性
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E-learning 等での学習もその一助とはなるであろ
う。また、幼少期における海外に関する情報やネ
イティブスピーカーによる英語授業を通して、海
外を身近に感じることも一つである。
　しかし、ひとつ明確にいえることがある。グ
ローバル人材とは、数年の短期的なプログラムで
効果が現れるものではなく、それぞれのライフイ
ベントの中で、10数年をかけてその素養が醸成
されてくるものなのだ。短期的な視点でグローバ
ル人材育成プログラムの効果や成果を図るのでは
なく、この国の将来をみすえて、中期的で地味な
取り組みを続けていくことが近道であるといえる
だろう。今後、ビジネス界においてグローバル人
材を育成するためには、ロールモデルの確立が課
題であると考える。
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